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　市では、皆さんと共に最適な地域交通のあり方について考えてい
くため、ＪＲ留萌本線の現状などに関する情報を発信しています。

　　ＪＲ留萌本線の
現状と今後②
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Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
は
、
留
萌
、
深
川
間
の

都
市
間
を
結
ぶ
50
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

運
行
路
線
で
す
。

　

明
治
43
年
に
開
業
以
来
、
か
つ
て
は
留

萌
炭
田
の
諸
炭
鉱
や
沿
線
の
森
林
資
源
の

開
発
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
重
要
な
輸
送
手
段
と
し
て
貢

献
し
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
深
川
市
を
経

由
し
、
旭
川
行
き
又
は
札
幌
行
き
の
特
急

に
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、
日
本
海
沿
岸
地

域
と
都
市
間
を
結
ぶ
交
通
手
段
と
し
て
、

多
く
の
利
用
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
、
沿
線
人
口
の
減

少
や
、
高
規
格
道
路
の
整
備
等
に
伴
う
自

動
車
や
都
市
間
バ
ス
な
ど
の
利
用
の
増
加

に
よ
り
、
鉄
道
の
利
用
が
大
幅
に
減
少
し

て
お
り
、
線
区
の
収
支
に
つ
い
て
は
、
年

間
約
６
億
４
千
万
円
の
赤
字
（
平
成
30
年

度
実
績
）
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
利
用
者
の
減
少
の
ほ

か
、
老
朽
化
し
た
レ
ー
ル
や
橋
梁
が
あ
り

維
持
管
理
に
苦
慮
し
て
い
る
状
況
に
よ

り
、
維
持
困
難
な
路
線
と
し
て
見
直
し
の

考
え
を
表
明
し
、
留
萌
本
線
を
維
持
す
る

た
め
に
は
、
約
６
億
４
千
万
円
の
年
間

赤
字
の
ほ
か
、
車
両
更
新
費
（
年
間
約

４
千
万
円
）、
老
朽
化
し
た
橋
や
ト
ン
ネ

Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
の
特
性
と
現
状

みんなで
考えよう

　
Ｊ
Ｒ
留
萌
本
線
は
、
都
市
間
を
結
ぶ
重

要
な
路
線
で
す
が
、
市
民
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
市
外
へ
の
通
学
、
通
勤
と
一
部
の

限
定
的
な
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
今

後
の
人
口
減
少
や
、
高
齢
者
中
心
の
人
口

構
造
の
変
化
に
よ
り
、
都
市
間
で
の
利
用

を
新
た
に
促
す
た
め
の
拡
大
策
を
講
じ
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
に
長
く
住
み
続
け
る
上
で
、

将
来
に
お
け
る
生
活
交
通
手
段
の
確
保
に

つ
い
て
、
今
、
何
を
守
り
、
ど
の
よ
う
な

交
通
体
系
の
確
保
が
必
要
か
を
考
え
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
鉄
道
に
つ
い
て
も
そ

の
選
択
肢
の
１
つ
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

◇

　

鉄
道
の
存
廃
問
題
に
つ
い
て
は
、
広
域

的
な
課
題
で
も
あ
る
た
め
、
今
後
、
沿
線

地
域
で
結
論
を
導
き
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
皆
さ
ん
が
住
民
の

目
線
で
自
ら
の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
中

か
ら
、
利
用
を
高
め
て
い
く
た
め
の
方
策

や
、
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
持
続
的
な
広
域

移
動
手
段
に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　

留
萌
市
と
都
市
間
を
結
ぶ
交
通
手
段
と

し
て
は
、
鉄
路
と
並
行
す
る
旭
川
ま
で
の

都
市
間
バ
ス
や
、
札
幌
ま
で
の
高
速
バ
ス

が
、
バ
ス
事
業
者
に
よ
り
運
行
さ
れ
て
い

ま
す
。（
下
図
参
照
）

　

特
に
、
留
萌
、
旭
川
を
結
ぶ
都
市
間
バ

ス
は
、「
地
域
間
幹
線
系
統
」
に
位
置
付

け
ら
れ
、
地
域
住
民
の
生
活
と
密
接
な
交

通
手
段
と
し
て
国
や
道
の
支
援
に
よ
り
輸

送
が
確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
バ

ス
運
転
手
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
人

口
減
少
に
伴
う
乗
車
人
数
の
低
下
に
よ

り
、
道
内
各
地
域
に
お
い
て
も
減
便
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
も
維
持
確

保
に
向
け
て
、
新
た
な
地
域
課
題
と
し
て

の
対
応
が
必
要
な
状
況
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

地
域
交
通
の
現
状

ル
な
ど
、
建
設
か
ら
60
年
以
上
を
超
え

る
土
木
構
造
物
の
老
朽
対
策
費
（
年
間

約
１
億
５
千
万
）
を
合
わ
せ
、
年
間
約

８
億
３
千
万
円
（
平
成
30
年
度
実
績
）
の

負
担
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
し
て

今
で
き
る
こ
と
・
考
え
る
こ
と 鉄道を維持するためには、年間およそ８億 3,000 万円の費用が必要です。

■ 線区を維持するための費用（平成 30 年度） 維持するため維持するため
の単年度費用の単年度費用
8 億 3,000 万円8 億 3,000 万円

【費用】【費用】
6 億 7,800 万円6 億 7,800 万円

【収入】【収入】
3,800 万円3,800 万円

単年度損益分単年度損益分
6 億 4,000 万円6 億 4,000 万円

土木構造物土木構造物
老朽化対策費老朽化対策費

（単年度）（単年度）
1 億 5,000 万円1 億 5,000 万円

車両更新費車両更新費
（単年度）（単年度）

4,000 万円4,000 万円

車両の維持や車両の維持や
修繕に係る費用修繕に係る費用
9,500 万円9,500 万円

その他その他
（管理費など）（管理費など）

8,700 万円8,700 万円

諸税諸税 1,000 万円1,000 万円

減価償却費減価償却費
4,700 万円4,700 万円

施設の維持や施設の維持や
修繕に係る費用修繕に係る費用
1 億 9,600 万円1 億 9,600 万円

輸送に直接輸送に直接
必要な費用必要な費用
2 億 4,200 万円2 億 4,200 万円

損　　益

■ 留萌市と都市間を結ぶ交通機関

留  萌

旭   川

札   幌

滝   川

深   川秩父別

沼   田

②【深川経由】高速るもい号

① 留萌旭川線③
特
急
は
ぼ
ろ
号

※
増
毛
経
由
の
路
線
も
あ
り

●ＪＲ留萌本線（ＪＲ北海道）
　留萌―深川　１日上下 17本

①留萌旭川線（沿岸バス・道北バス）
　留萌―旭川　１日各 10便（往復）

②高速るもい号（北海道中央バス）
　留萌―札幌　１日各９便（往復）
　※深川経由・滝川経由各４便、
　　ほか直行便各１便

③特急はぼろ号（沿岸バス）
　留萌―札幌　１日各６便（往復）
　※増毛経由各１便

〈JR 北海道賃料〉〈JR 北海道賃料〉

ＪＲ函館線ＪＲ函館線

バス路線鉄道路線

ＪＲ留萌本線ＪＲ留萌本線

ＪＲ函館線ＪＲ函館線

Ｊ
Ｒ
函
館
線

Ｊ
Ｒ
函
館
線

砂   川

②【深川経由】高速るもい号

ＪＲ留萌本線ＪＲ留萌本線

②【滝川経由】高速るもい号


